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８
月
１
日
（
水
）
川
平
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
野
外
キ
ャ
ン
プ
「
あ
つ
ま
れ

子
ど
も
た
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
緑
川
な
ど
の
自
然
に
親
し
む
と
と

も
に
、
団
体
行
動
の
大
切
さ
を
体
験

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
甲
佐
町

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
と
町
教

育
委
員
会
が
主
催
し
、
台
風
の
接
近

に
よ
り
、
１
泊
２
日
か
ら
日
帰
り
に

日
程
が
変
更
さ
れ
開
催
。
町
内
の
児

童
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
各
班
に
分
か
れ
、

大
竹
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
絵
や

文
字
を
彫
る
「
竹
ア
ー
ト
」
や
、
ナ

イ
フ
を
使
っ
た
竹
の
は
し
作
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
飯
ご
う
を
使
っ
た

野
外
炊
飯
、
炭
火
で
焼
き
上
げ
る

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
な
ど
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　７月28日（土）御船町で、平成24年度上

益城郡消防大会が開催されました。

　同大会は、県消防協会上益城郡支部が主催。

郡内消防団の消防操法技術の向上と団員の意

識啓発を目的として開催されました。

　町消防団（竹村浩二団長508人）では、ポ

ンプ車の部に出場した第１分団（寺本順司分

団長）第４部（岩下地区）が優勝。８月26

日（日）に天草市で開催された県大会にも出

場。日ごろの訓練の成果を発揮して、本町出

場チームとして見事初優勝しました。

少子高齢社会の講演会　
宮内地区社会福祉協議会が開催

キャンプで自然に親しむ
野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

第１分団第４部が優勝　
平成24年度上益城郡消防大会

▼宮内地区社会福祉協議会定例会で開催された少子高齢社会の講演会

▲ポンプ車の部優勝の第１分団第４部の選手と町関係者

▼

飯
ご
う
を
使
っ
た
野
外
炊
飯
に
挑
戦
す
る
子
ど
も
た
ち

　
７
月
28
日
（
土
）
宮
内
地
区
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
旧
宮
内
小
学

校
）
で
、「
少
子
高
齢
社
会
」
と

題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宮
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
志
免
安
喜
会
長
）
が
主
催
。
月

に
１
度
開
催
さ
れ
る
同
協
議
会
の

定
例
会
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

地
区
住
民
な
ど
52
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
潮
谷
愛
一
さ
ん

は
、
熊
本
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
長
で
、
前
県
知
事
の
潮
谷

義
子
さ
ん
の
夫
。
潮
谷
さ
ん
は
少

子
化
時
代
の
子
育
て
に
つ
い
て
、

「
近
年
悪
質
化
し
て
い
る
い
じ
め

の
原
因
と
し
て
、
い
じ
め
加
害
者

が
幼
児
期
に
満
足
な
愛

情
を
注
い
で
も
ら
っ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

添
い
寝
や
抱
っ
こ
を
す

る
な
ど
し
て
、
子
ど
も

に
た
っ
ぷ
り
愛
情
を
か

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
社
会
に

お
け
る
高
齢
者
の
生
き

方
に
つ
い
て
も
触
れ
、

自
身
の
経
験
談
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話

し
、「
趣
味
や
生
き
が

い
を
持
つ
こ
と
が
大

切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
り
ま
し
た
。
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　７月28日（土）から８月20日（月）まで、新潟

県を主会場に開催された平成24年度全国高等学校

総合体育大会に、本町出身の３選手が出場しました。

　志免成珠選手（仁田子区・熊本商高２年）は、石

川県で行われたバスケットボール競技に出場。「毎

日の練習では、体力を付けることと、頭を使ってプ

レーすることを心掛けてきました。高校生になると、

身長が高い選手が増えるため、シュートの打ち方な

どでも工夫が必要になります。それを練習し、でき

るようになるのが楽しいです」と語り、大会を終え

て「試合には出場できませんでしたが、コートに立

つ仲間のサポートに集中しました。全国には強い選

手がたくさんいることを実感しました」と感想を述

べました。

　本町からは、自転車競技に田上大貴選手（下横田

区・千原台高３年）、体操競技に大友彰選手（津志

田区・学園大付高３年）も出場し、それぞれの競技

で健闘しました。

インターハイに出場し活躍
本町出身の高校生３人が健闘

　
８
月
３
日
（
金
）
町
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、「
お
食

事
処
『
ご
は
ん
よ
〜
』」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
甲
佐
町
青
空
市
場
運
営
委
員
会

（
宮
邊
幸
子
委
員
長
）
の
会
員
有
志

で
結
成
さ
れ
た
「
ご
は
ん
よ
〜
」
グ

ル
ー
プ
が
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化

を
目
的
と
し
て
主
催
し
、
同
委
員
会

が
後
援
。
平
成
23
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
毎
月
第
１
金
曜
日
の
定
期

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
本
町
産
の
農
作
物
を

使
っ
た
「
夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
カ

レ
ー
」
の
ほ
か
、
静
岡
県
の
焼
津
港

で
水
揚
げ
さ
れ
た
マ
グ
ロ
を
使
っ
た

20
食
限
定
の
「
ネ
ギ
ト
ロ
丼
」
も
用

意
。
多
く
の
人
で
盛
況
で
し
た
。

　８月８日（水）甲佐小学校体育館で、第15

回子ども会対抗球技大会が開催されました。

　子どもたちの健全育成と子ども会の親ぼくを

目的に、甲佐町青少年健全育成町民会議（奥名

克美会長）と町教育委員会が主催。ビーチボー

ルバレー、室内ペタンク、シャフルボード、ス

トラックアウトの４種目と、オープン種目の長

縄跳びの計５種目に、49チーム217人が参加し

て熱戦を展開。真夏の暑さに負けない元気な子

どもたちの活躍に、会場には大きな声援と歓声

が響きました。

限定メニューも大好評　
ろくじ館で「お食事処『ごはんよ～』」

暑さに負けず熱戦を展開
第15回子ども会対抗球技大会

▲パックを投じて点数を競うシャフルボード

▲７月28日（土）から８月20日（月）まで開催された平成24年度全国高
等学校総合体育大会に出場したバスケットボール競技の志免成珠選手

▼

ろ
く
じ
館
で
開
催
さ
れ
た
食
事
処
「
ご
は
ん
よ
〜
」
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産
業
後
継
者
育
成

町産業振興課　TEL096-234-1176（内線153）　 klg206@town.kosa.lg.jp

■
独
身
男
女
10
人
が
楽
し
く
交
流

　
８
月
５
日
（
日
）
甲
佐
町
産
業
後
継

者
育
成
対
策
協
議
会
（
本
田
新
会
長
）

主
催
で
、「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
25
歳
か
ら
41
歳
ま
で
の
独
身
男
女
10

人
が
参
加
し
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

阿
蘇
郡
西
原
村
で
の
オ
カ
リ
ナ
作
り
体

験
や
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
堪
能
す
る

な
ど
、
ペ
ア
の
相
手
を
交
代
し
な
が
ら

順
調
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
お
互
い
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
後
半

の
「
白
糸
の
滝
」
に
移
動
し
た
こ
ろ
に

は
、
終
始
笑
顔
で
、
ど
こ
か
ら
見
て
も

普
通
の
カ
ッ
プ
ル
に
見
え
る
ほ
ど
。

　
参
加
者
は
、
交
流
会
終
了
後
も
自
主

的
に
懇
親
会
を
開
催
。
当
日
の
カ
ッ
プ

ル
成
立
１
組
に
限
ら
ず
、
今
後
の
交
流

で
更
に
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
て
い
く
の
で

は
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

【
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
】

・
初
め
て
の
参
加
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、

男
性
は
皆
、
ハ
ー
ト
が
優
し
い
方
ば

か
り
で
１
日
楽
し
め
ま
し
た
。（
女

性
）

・
少
人
数
だ
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
話

が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

（
女
性
）

・
女
性
と
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。

今
度
誘
っ
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

（
男
性
）

■
登
録
の
ご
案
内

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
「
Ｉ
＆
愛
（
あ
い

あ
い
）」
で
は
独
身
男
女
の
皆
さ
ん
の

登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な
登

録
を
す
る
だ
け
で
、
今
後
の
交
流
会
を

ご
案
内
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
20
歳
か
ら
49
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
、
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
対
策
協
議

　
会
事
務
局
（
町
産
業
振
興
課
内
）

・「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
専
用
ダ
イ
ア
ル

　
TEL
０
８
０
‐
１
７
０
５
‐
５
３
３
９

　（
事
務
局
・
藤
本
）

・「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
専
用
メ
ー
ル

　

k
o
sa.h
u
-k
o
u
ry
u
k
ai@
d
o
co
m
o
.

　
　n

e.jp

「ふれあい交流会」に
登 録 し ま せ ん か

阿 蘇 の 大 自 然 の 中 で 開 催 し た 交 流 会

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線106）　 klg204@town.kosa.lg.jp

■
「
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
」
治

　
 
療
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
診
療
を
受

け
る
際
に
使
用
で
き
る
「
あ
ん
ま
・
は

り
・
き
ゅ
う
」
治
療
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

●
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

●
交
付
枚
数

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
は
、
１
世

　
帯
あ
た
り
12
枚

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
に
は
、

　
１
世
帯
あ
た
り
５
枚

●
対
象
の
施
術
院

　
治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
施
術
院
で
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
住
民
生
活
課
に
お
尋

ね
い
た
だ
く
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.k
o
sa.

k
u
m
am
o
to
.jp
/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
治
療
券
の
有
効
期
限

　
平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）

●
使
用
に
際
し
て
の
注
意
事
項

　
１
回
の
治
療
に
つ
き
１
枚
使
用
で
き
、

１
枚
で
１
，
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

●
申
請
に
つ
い
て

　
治
療
券
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
町

住
民
生
活
課
で
申
請
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
６
）

　

k
lg
2
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

「あんま・はり・きゅう」
治療券を交付します

治 療 券 の 交 付 申 請 は 町 住 民 生 活 課 ま で
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男
女
共
同
参
画

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線102）　 klg106@town.kosa.lg.jp

■
重
要
に
な
る
女
性
消
防
隊
の
役
割

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
防
災

意
識
が
高
ま
る
中
、「
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
消
防
団

本
来
の
目
的
や
男
女
共
同
参
画
の
観
点

か
ら
、
女
性
目
線
で
の
防
災
啓
発
が
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
、
女
性
消
防

隊
の
役
割
は
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
下
益
城
郡
美
里
町
で
は
、
平
成
９
年

に
女
性
消
防
隊
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
20
歳
か
ら
58
歳
ま
で
の
隊
員
29

人
か
ら
な
り
、
平
成
23
年
の
軽
可
搬
ポ

ン
プ
に
よ
る
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

で
、
見
事
２
大
会
連
続
の
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

■
本
町
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

　
本
町
に
は
女
性
消
防
隊
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
内
13
か
所
の
地
域
で
自
主
防

災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
区
長
を
中
心
と
し
て
区
議

員
や
組
長
な
ど
の
男
性
が
主
に
情
報
収

集
、
警
戒
、
消
火
、
避
難
誘
導
を
行
い
、

女
性
が
救
護
、
給
食
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

毎
年
行
政
区
全
体
の
防
災
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
要
援
護
者
の
確
認
や

危
険
箇
所
の
把
握
を
行
い
、
避
難
訓
練

を
行
う
な
ど
、
相
互
の
助
け
合
い
と
し

て
の
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
防
災
を

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
も
し
も
の
と
き

に
生
か
せ
る
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
ど

う
や
っ
て
自
分
の
住
む
地
域
に
つ
く
る

か
は
各
組
織
の
重
要
な
課
題
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
取
り
入
れ
、
男
女
が
対
等
な
立
場
で

尊
重
し
協
力
し
合
う
こ
と
が
防
災
の
第

一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｎ
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

　
懇
話
会
（
事
務
局
・
町
住
民
生
活

　
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
２
）

文
化
財
保
護

町教育委員会社会教育課　TEL096-234-2447（内線324）　 klg110@town.kosa.lg.jp

■
「
陣
ノ
内
館
跡
」
で
出
土
し
た
道
具

　
写
真
の
「
陣
ノ
内
館
跡
」
か
ら
出
土

し
た
土
器
は
何
の
道
具
か
お
分
か
り
で

す
か
。
正
解
は
火
鉢
の
縁
の
一
部
で
す
。

　
火
鉢
は
、
も
と
も
と
武
士
や
公
家
が

用
い
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て
庶
民
に
も
普
及
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
炭
を
焼
い
て
発
熱

さ
せ
る
た
め
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
火

災
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
２

次
大
戦
後
に
ス
ト
ー
ブ
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
一
部
で
陶

器
や
木
製
の
火
鉢
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
戦
国
時
代
に
作
ら
れ
た
土
器
　

　
紹
介
し
た
火
鉢
の
土
器
の
か
け
ら
に

は
、
縁
の
下
に
花
を
模
し
た
文
様
が
あ

り
、
15
〜
16
世
紀
の
戦
国
時
代
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
瓦
質
（
が
し
つ
）
土
器
と

呼
ば
れ
、
以
前
紹
介
し
た
土
師
器
（
は

じ
き
）
の
表
面
に
う
っ
す
ら
と
炭
素
を

吸
着
さ
せ
た
作
り
で
、
外
側
は
暗
灰
色

で
す
が
、
内
側
は
赤
〜
灰
色
を
し
て
い

ま
す
。
硬
質
の
須
恵
器
と
は
異
な
り
、

軟
質
で
吸
水
性
が
高
い
の
で
、
水
を
入

れ
る
に
は
適
し
ま
せ
ん
が
、
作
り
方
は

須
恵
器
よ
り
簡
単
で
安
価
で
あ
っ
た
た

め
、
各
地
に
普
及
し
ま
し
た
。

　
こ
の
火
鉢
も
全
国
的
に
見
れ
ば
比
較

的
よ
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
珍
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
出
土

し
た
場
所
や
深
さ
は
非
常
に
重
要
で
す
。

■
何
気
な
い
遺
物
の
重
要
性

　
こ
の
火
鉢
は
、
近
年
の
調
査
で
確
認

し
た
「
館
跡
」
の
南
側
の
堀
の
底
か
ら

出
土
し
ま
し
た
。
堀
が
掘
ら
れ
た
時
期

を
決
め
る
た
め
に
は
、
底
か
ら
出
土
す

る
遺
物
で
判
断
し
ま
す
。「
館
跡
」
の

堀
の
底
か
ら
は
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
出
土

し
ま
せ
ん
の
で
、
火
鉢
と
い
え
ど
も
貴

重
な
遺
物
で
す
。
し
か
し
、
後
世
に
掘

り
起
こ
さ
れ
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
も
あ

り
、
直
ち
に
堀
が
15
〜
16
世
紀
に
造
ら

れ
た
と
い
う
結
論
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
遺
物
を
１
つ
１

つ
洗
い
、
遺
跡
が
造
ら
れ
た
時
期
を
決

め
る
作
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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「館跡」の堀から出土した土器のかけら

男女が協力し合うこと
が防災活動の第一歩

美里町で結成されている女性消防隊のメンバー
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